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■ドローンを飛行させて農地を高精度にセンシング

■地理空間情報を活用し、高精度な農地マップを作成し、
農家の巡回作業などを効率化

■準天頂衛星の高精度測位を活用し、自動運転させた
トラクタによる農作業

■ドローンにより農地情報を収集し、収穫量アップに向けた
データ分析

準天頂衛星

無人農業トラクタ

 準天頂衛星によって配信される測位補強情報を用いることで、豪州内においてもcm級の測位が可能であることを確認。
 具体的には、農業トラクタの自動運転による cm級精度での各種農作業を実施。
 ３次元農地マップとドローンを活用した高精度センシングによる農作業の効率化に係る実証を実施。

空間情報用
サーバー

センシングデータのマップ化

水ストレス量 健康状態タイヤ幅30cm

条間40cm

農地マップ作成・相関性分析

葉の植生 背丈 標高

準天頂衛星の高精度測位機能を利用した農機の自動走行・センシングデータ活用実証 （2014年より実施）

±5cm以内の精度によるトラクタの
自律走行、昼夜における無人除草・
施肥作業を実証。

条間走行のタイヤ跡 → 確実な条間を走行を確認
本件実証事業は

農林水産省と連携し実施



個別ワイナリーの
ブランド力向上 信州産ワインのブランド力向上

＜農業分野における事例＞
【IoTを活用した地域ブランド創出スキームの構築（H28年補正）】
 地域の環境特性に適した高品質ワイン用ぶどう栽培

を確立
 IoTを活用したワイン用ぶどうの収穫/防除タイミング

予測モデルを実証

農業分野等におけるIoTサービス創出支援事業、農業情報標準化ガイドラインの策定

【IoTサービス創出支援事業】
農業等の生活に身近な分野において、IoTを活用した実

証事業を実施し、新たなIoTサービスの参照モデルを構築す
るとともに、当該サービスの普及・展開に必要なルールの明確
化等を行う。

【標準化ガイドライン策定】
「農業情報創成・流通促進戦略」（H26.6.3 IT戦略本

部決定）に基づき、IT総合戦略本部の主導のもと、各省と
連携し、農業情報を異なる生産者・機器の間で相互に利
活用することを目的とした標準化ガイドラインを策定。


